
【【名名称称】】板板橋橋区区地地域域自自立立支支援援協協議議会会

【【ホホーームムペペーージジUURRLL】】 https://www.city.itabashi.tokyo.jp/kenko/shogai/keikaku/jiritsu/index.html

【【設設置置年年月月】】 平平成成1199年年1122月月

【【運運営営方方法法】】

【【組組織織図図】】　　

【【相相談談支支援援体体制制のの整整備備状状況況】】　　

【【地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等のの整整備備状状況況】】　　   

【【日日中中ササーービビスス支支援援型型共共同同生生活活援援助助のの有有無無】】　　

（（１１））日日中中ササーービビスス支支援援型型共共同同生生活活援援助助のの有有無無  

（（２２））自自立立支支援援協協議議会会へへのの日日中中ササーービビスス支支援援型型共共同同援援助助にに関関すするる事事業業報報告告・・評評価価状状況況

板板橋橋区区

直直営営

基幹相談支援
センター数

委託相談支援
事業所数

指定一般相談支援事業所数 指定特定
相談支援
事業所数

指定障害児
相談支援
事業所数地域移行支援 地域定着支援

1 1 5 6 40 24

開設の有無 開設時期

開設予定あり 令和5年3月

設けている

整備状況 整備時期 整備類型

整備中 令和5年 面的整備型

第第 77 期期  板板橋橋区区地地域域自自立立支支援援協協議議会会  運運営営方方針針  

板 橋 区 地 域 自 立 支 援 協 議 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 題   ニーズ

定例部会 

会長が指名する部会長、部会長が指名する副部会長及び部会員（協議会本会委員及び障がい

福祉に携わる関係者等）で構成される。 

テーマ別に、活動計画を各部会で決定し開催する実務担当者による会。適宜、活動計画や活動

実績等を本会に報告する。関係機関の連絡調整、情報交換、地域課題の共有、協働の確認、支援

に係る人材の資質向上等を図る。 

事  務  局 
（ 障 が い 政 策 課 ）

障がい福祉計画

（ＰＤＣＡ） 

意見提言     意見聴取 

協議会（本会） 
 

☆相談支援事業の中立・公正な実施、関係機関

の連携強化を図るため、板橋区における障がい福

祉に関する仕組みづくりの中核的な役割を果た

す。 

☆15 名の委員によって年 3 回程度開催 

・準備会 
・実務担当者連絡会 
・個別支援会議  など 

地域保健 

福祉計画 

連携

権 利 擁 護 部 会
 

――課題・活動―― 
 
区民・事業者への普及啓発 
差別事例及び合理的配慮の
好事例の収集 
 
虐待事例の検討 

相 談 支 援 部 会
 

――課題・活動―― 
 
相談支援体制の強化 
 
サービス等利用計画の適切な
作成とモニタリングの実施 

障 が い 児 部 会
 

――課題・活動―― 
 

乳幼児期から学齢期、青年期
の切れ目のない支援 
 
放課後等デイサービス等事業
者との連携 

障 が い 当 事 者 部 会
 

――課題・活動―― 
 

地域生活支援充実のためのニ
ーズ・課題の整理 
 
当事者活動でできること 

高次脳機能障がい部会 
 

――課題・活動―― 
 
関係機関の連携、支援方法  

就 労 支 援 部 会
 

――課題・活動―― 
 
職場体験実習の場や雇用先
の開拓・拡大 
 
各就労支援機関との連携 

板
橋
区

− 137 −



【【全全体体会会及及びび専専門門部部会会のの活活動動回回数数及及びび委委員員数数】】　　

全体会の活動回数及び委員数 専門部会の活動回数及び委員数

 

　

　

　 　

　 　

　 　

　 　

【【全全体体会会のの委委員員構構成成及及びび活活動動内内容容】】　　

（（１１））委委員員構構成成

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

（（２２））活活動動内内容容

全体会 部会名

3 15 (1) 障がい児部会 3 13

回数 委員数

回数 委員数 相談支援部会 2 17 (1)

高次脳機能障がい部会 2 不定 (0)

権利擁護部会 2 14 (0)

(0)

障がい当事者部会 2 10 (3)

就労支援部会 2 6 (0)

学識経験者 3 医療関係者 2 保健所 0

※「委員数」の（　　）：障害当事者（本人）で委員に就任されている方の人数（再掲）

種　別 人　数 種　別 人　数 種　別 人　数

障害当事者・家族・関係団体 3 身体・知的障害者相談員 0 相談支援事業者 2

教育関係機関 1 雇用関係機関 1 企業 1

民生委員・児童委員 1 地域住民 1 行政職員(区市町村) 0

障害福祉サービス等事業者 0 社会福祉協議会 0 法曹関係者 0

委委員員名名簿簿

役　職 氏　名 所　属 種　別 備　考

行政職員(都） 0 その他 0

合　計 15

会長 是枝　喜代治 東洋大学　ライフデザイン学部　生活支援学科　教授 学識経験者

副会長 石川　徹 板橋区医師会　副会長 医療関係者

田中　恵美子 東京家政大学　人文学部　教育福祉学科　准教授 学識経験者

會田　玉美 目白大学　保健医療学部　作業療法学科　学科長　教授 学識経験者

小谷野　則俊 板橋区　民生・児童委員　障がい福祉部会長 民生委員・児童委員

長瀬　美香 心身障害児総合医療療育センター　小児精神科医長 医療関係者

片山　亜紀 都立高島特別支援学校　主任教諭　特別支援教育コーディネーター 教育関係機関

佐々木　章吾 板橋区障がい者就労支援センター　所長 雇用関係機関

棟方　輝彦 一般社団法人　板橋産業連合会　理事 企業

山口　悟 板橋区立障がい者福祉センター　所長 相談支援事業者

清水　恭子 地域活動支援センター　スペースピア　施設長 相談支援事業者

鈴木　正子 板橋区発達障害児者親の会（IJの会）代表 障害当事者・家族・関係団体

野原　恵 板橋区手をつなぐ親の会　副会長 障害当事者・家族・関係団体

西端　龍三郎 一般社団法人　板橋区聴覚障害者協会　理事長 障害当事者・家族・関係団体

河西　和隆 公募委員 地域住民

各部会の活動内容についての報告
板橋区における障がい福祉に関する仕組みづくり
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【【専専門門部部会会のの委委員員構構成成及及びび活活動動内内容容】】　　

（（１１））委委員員構構成成

　　　　　部　会　名
相談支援部会 障がい児部会

障がい当事者
部会

就労支援部会
高次脳機能障
がい部会

　　種　別

医療関係者 1 1 0 0 不定

学識経験者 0 0 0 0 1

教育関係機関 0 1 0 1 0

保健所 0 0 0 0 0

企業 0 0 0 1 0

雇用関係機関 0 0 0 4 0

身体・知的障害者相談員 2 0 0 0 0

障害当事者・家族・関係団体 1 0 9 0 0

障害福祉サービス等事業者 1 3 0 0 1

相談支援事業者 9 0 0 0 0

法曹関係者 0 0 0 0 0

社会福祉協議会 0 0 0 0 0

地域住民 0 0 1 0 0

民生委員・児童委員 1 0 0 0 0

行政職員(都） 0 0 0 0 0

行政職員(区市町村) 2 8 0 0 0

13 10 6 不定

その他 0 0 0 0 0

　　　　　部　会　名
権利擁護部会

　　種　別

学識経験者 1

医療関係者 1

計 17

企業 0

障害当事者・家族・関係団体 1

身体・知的障害者相談員 0

保健所 0

教育関係機関 1

雇用関係機関 1

法曹関係者 1

民生委員・児童委員 1

地域住民 1

相談支援事業者 2

障害福祉サービス等事業者 1

社会福祉協議会 1

計 14

行政職員(区市町村) 2

行政職員(都） 0

その他 0
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（（２２））活活動動内内容容

【【地地域域協協議議会会のの活活動動状状況況】】　　

１　地域協議会の協議事項（複数回答）

部会名 活動内容

相談支援部会
計画相談の進捗についての報告
基幹相談支援センターについての報告・協議

高次脳機能障がい部会

関係機関との連携・情報共有
高次脳機能障がい者の支援のための講演・事例検討会等
（※委員について　医療関係機関や各事業所など高次脳機能障がいに関わ
りのある機関へ広く周知し、参加者全員を委員としている。80～100名程
度）

権利擁護部会
虐待防止・差別解消についての通報・相談等の受付状況についての報告
障害者差別解消法についての協議・講演

① 相談支援事業の運営体制に関すること

板橋区における相談支援のあり方、相談支援の連携強化
基幹相談支援センター事業の充実

障がい児部会
乳幼児の発達を支援する関係機関連絡会（発達ネット）との連携
乳幼児期から学齢期、青年期の切れ目のない支援
放課後等デイサービス事業者との連携

障がい当事者部会 地域生活支援充実のためのニーズ・課題の整理

就労支援部会 職場体験実習の場や雇用先の開拓・拡大・各就労支援機関との連携

⑧ 障害者差別解消法や条例、権利擁護に関すること

差別、合理的配慮、虐待等の相談件数・認定件数の報告

⑨ 地域生活支援拠点等の整備に関すること

拠点整備に向けた各課題や関係事業所との連携強化

⑩ 障害福祉計画等に関すること

障害福祉計画策定に係る意見など

② 就労支援に関すること

就労支援に係る課題、農福連携について

③ 地域移行・地域定着支援に関すること

就労定着支援に係る課題

⑥ 関係機関や他分野のネットワークに関すること

関係連絡会からの地域課題の抽出など
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３－２　地域課題の把握方法（複数回答）  

各部会において、他分野との連携を強化し、協議会での報告等により情報を共有する。

④ 各分野の社会資源の共有化及び整合性の確認

障がい特性に応じた相談体制の共有及び役割の確認

⑤ 地域課題の整理

各部会等からあがった課題について、報告や提言をもとに地域課題を抽出

⑥ 課題解決に向けての検討

⑪ 地域自立支援協議会の運営に関すること

自立支援協議会の運営に係る意見など

２　地域協議会としての役割（複数回答）

② 情報共有・情報発信

委員毎の所属分野における情報の共有など

③ 分野を越えてのネットワークの構築

差別・虐待等による相談・認定件数をもとに、差別や虐待の防止への方策を検討する。

３－１　地域協議会における地域課題

あがっている　　　　

②全体会、専門部会、各種連絡会等

３－３　地域課題に対して取り組んだ（取り組んでいる）内容又は取り組めなかった理由等
　　　（複数回答）

① 相談支援の質及び量　　　　

抽出した地域課題について、解決に向けての方策を検討する。

⑦ 障害福祉計画等の進捗管理や調整

計画の進捗を報告

⑧ 社会資源の開発及び改善

地域生活支援拠点等の協力者事業者との連携

⑩ 権利擁護・虐待防止

相談支援専門員の業務負担量やその改善に向けたアンケートの実施・結果の共有・改善への取り組み
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３－４　地域課題の中で、広域又は東京都全域で対応するほうが良いと考える課題

（当事者の委員がいる区市町村）

（地域協議会を設置している区市町村）

委員の所属している当事者団体や親の会などからの意見等を当事者部会の場で集約していくなどの取り
組みを行っている。

関係機関（事業所・行政・病院）の連携強化のための定期的な連絡会議の実施

特になし。

４　地域協議会における当事者の参画状況

４－１  多様な当事者の委員（障害や難病の種別、性別、年齢等）に参加していただくに当
　　　たり､取り組んでいること、課題になっていること

手話通訳者の設置、資料の事前送付等に取り組んでいる。

４－２　当事者の委員だけではなく、地域で生活する多様な当事者（障害や難病の種別、性
　　　別、年齢等）の声を吸いあげられる地域協議会にするために、取り組んでいること、
　　　課題になっていること

⑦ 医療的ケア

医療的ケア会議の実施

⑧ 障害児支援

児童から成人への切れ目のない支援の実施に向けての方策を検討

⑪ 地域移行・地域定着支援
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